
国
会
事
項

平成™›年˜™月™�日 水曜日 第œ œœ号官 報
名

称

見
江
島
灯
台

位

置

所

在

地

三
重
県
度
会
郡
南
伊
勢
町（
見
江
島
）

北

緯

三
四
e

一
四
e

三
六

東

経

一
三
六
e

三
三
e

一
八

変
更
し
た
事
項

光

度

実
効
光
度
三
九
〇
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

七
・
五
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
七
・

二
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯

火
ま
で
六
八
メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
六
日

名

称

沢
木
港
東
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

北
海
道
紋
別
郡
雄
武
町
（
沢
木
港
東

防
波
堤
外
端
）

北

緯

四
四
e

三
一
e

二
三

東

経

一
四
三
e

〇
三
e

四
七

変
更
し
た
事
項

位

置

所

在

地

北
海
道
紋
別
郡
雄
武
町
（
沢
木
港
東

防
波
堤
外
端
）

北

緯

四
四
e

三
一
e

二
三

東

経

一
四
三
e

〇
三
e

四
八

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
九
・

八
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯

火
ま
で
一
三
メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
七
日

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
九
十
八
号

航
路
標
識
の
性
質
そ
の
他
の
変
更
に
つ
い
て
、
航
路
標

識
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
六
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日

海
上
保
安
庁
長
官

北
村

隆
志

名

称

大
越
鼻
灯
台

位

置

所

在

地

東
京
都
八
丈
島
八
丈
町
（
大
越
鼻
）

北

緯

三
三
e

〇
九
e

一
五

東

経

一
三
九
e

四
四
e

五
一

変
更
し
た
事
項

灯

質

群
閃
白
光

毎
一
〇
秒
に
二
閃
光

光

度

実
効
光
度
三
、
七
〇
〇
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

一
二
・
〇
海
里

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
九
日

名

称

砂
津
導
灯
（
前
灯
）

位

置

所

在

地

福
岡
県
北
九
州
市
（
砂
津
）

北

緯

三
三
e

五
三
e

三
二

東

経

一
三
〇
e

五
三
e

四
一

変
更
し
た
事
項

塗
色
及
び
構
造

白
色
三
角
形
頭
標
付

灰
白
色

塔

形

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
九
日

記

事

一
時
変
更

名

称

川
内
港
西
防
波
堤
北
仮
設
灯
台

位

置

所

在

地

鹿
児
島
県
川
内
港（
西
防
波
堤
北
端
）

北

緯

三
一
e

五
二
e

一
四

東

経

一
三
〇
e

一
一
e

三
七

変
更
し
た
事
項

記

事

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局
管
理

変
更
年
月
日

平
成
十
九
年
四
月
一
日

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
九
十
九
号

航
路
標
識
の
性
質
そ
の
他
の
変
更
に
つ
い
て
、
航
路
標

識
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
六
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日

海
上
保
安
庁
長
官

北
村

隆
志

名

称

柏
島
灯
台

位

置

所

在

地

高
知
県
幡
多
郡
大
月
町
（
柏
島
）

北

緯

三
二
e

四
六
e

〇
三

東

経

一
三
二
e

三
七
e

一
五

変
更
し
た
事
項

光

度

実
効
光
度
三
九
〇
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

七
・
五
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
一
二

メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火

ま
で
一
五
七
メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
日

名

称

筑
前
大
島
港
避
難
港
北
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

福
岡
県
大
島
港
（
避
難
港
北
防
波
堤

外
端
）

北

緯

三
三
e

五
三
e

四
二

東

経

一
三
〇
e

二
六
e

一
〇

変
更
し
た
事
項

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
五
・

八
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯

火
ま
で
七
・
八
メ
ー
ト
ル

記

事

補
正

報
告
書
受
領

十
一
月
二
十
二
日
内
閣
か
ら
次
の
報
告
書
を
受
領
し

た
。東

日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
第
十
条
の
二
の
規
定
に
基

づ
く
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
状
況
に
関
す
る
報

告又
十
一
月
三
十
日
内
閣
か
ら
次
の
報
告
書
を
受
領
し

た
。広

島
平
和
記
念
都
市
建
設
事
業
進
{
状
況
報
告
書

長
崎
国
際
文
化
都
市
建
設
事
業
進
{
状
況
報
告
書

旧
軍
港
市
転
換
事
業
進
{
状
況
報
告
書

別
府
国
際
観
光
温
泉
文
化
都
市
建
設
事
業
進
{
状
況
報

告
書

伊
東
国
際
観
光
温
泉
文
化
都
市
建
設
事
業
進
{
状
況
報

告
書

熱
海
国
際
観
光
温
泉
文
化
都
市
建
設
事
業
進
{
状
況
報

告
書

横
浜
国
際
港
都
建
設
事
業
進
{
状
況
報
告
書

神
戸
国
際
港
都
建
設
事
業
進
{
状
況
報
告
書

奈
良
国
際
文
化
観
光
都
市
建
設
事
業
進
{
状
況
報
告
書

京
都
国
際
文
化
観
光
都
市
建
設
事
業
進
{
状
況
報
告
書

松
江
国
際
文
化
観
光
都
市
建
設
事
業
進
{
状
況
報
告
書

B
屋
国
際
文
化
住
宅
都
市
建
設
事
業
進
{
状
況
報
告
書

松
山
国
際
観
光
温
泉
文
化
都
市
建
設
事
業
進
{
状
況
報

告
書

軽
井
沢
国
際
親
善
文
化
観
光
都
市
建
設
事
業
進
{
状
況

報
告
書

又
同
日
内
閣
を
経
由
し
て
文
部
科
学
大
臣
田
中

紀
子

か
ら
、
次
の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
法
附
則
第
二
条
の
七

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振

興
会
平
成
二
十
三
年
度
先
端
研
究
助
成
業
務
及
び
研
究

者
海
外
派
遣
業
務
に
関
す
る
報
告
書
及
び
同
報
告
書
に

付
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
意
見

独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
法
第
二
十
一
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
く
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

平
成
二
十
三
年
度
学
術
研
究
助
成
業
務
に
関
す
る
報
告

書
及
び
同
報
告
書
に
付
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
意
見

ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
第
三
十

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
独
立
行
政
法
人
日
本
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
平
成
二
十
三
年
度
ス
ポ
ー
ツ
振

興
投
票
に
係
る
収
益
の
使
途
に
関
す
る
報
告
書
及
び
同

報
告
書
に
付
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
意
見

又
十
二
月
六
日
国
と
地
方
の
協
議
の
場
議
長
藤
村
修
か

ら
次
の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
く
国
と
地
方
の
協
議
の
場
（
平
成
二
十

四
年
度
第
二
回
）
に
お
け
る
協
議
の
概
要
に
関
す
る
報

告
書

又
十
二
月
七
日
内
閣
か
ら
次
の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

金
融
機
能
の
再
生
の
た
め
の
緊
急
措
置
に
関
す
る
法
律

第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
破
綻
金
融
機
関
の
処
理
の
た

め
に
講
じ
た
措
置
の
内
容
等
に
関
す
る
報
告

平
成
二
十
四
年
度
第
二
・
四
半
期
に
お
け
る
予
算
使
用

の
状
況

平
成
二
十
四
年
度
第
二
・
四
半
期
に
お
け
る
国
庫
の
状

況又
同
日
内
閣
を
経
由
し
て
日
本
銀
行
総
裁
白
川
方
明
か

ら
、
次
の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

日
本
銀
行
法
第
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
通

貨
及
び
金
融
の
調
節
に
関
す
る
報
告
書

又
十
二
月
十
八
日
内
閣
か
ら
次
の
報
告
書
を
受
領
し

た
。国

際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る

法
律
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
ハ
イ
チ
国
際
平
和
協
力

業
務
実
施
計
画
の
変
更
の
報
告

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る

法
律
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
ハ
イ
チ
国
際
平
和
協
力

業
務
の
実
施
の
状
況
の
報
告

衆

議

院

議
員
当
選
報
告
書
受
領

十
二
月
二
十
二
日
野
田
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
、
十
二
月

十
六
日
執
行
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
結
果
、
北
海
道
選

挙
区
選
出
議
員
渡
邊
孝
一
外
四
百
七
十
九
名
が
当
選
し
た

旨
の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

弔
詞九

月
十
日
議
員
松
下
忠
洋
君
が
死
去
さ
れ
た
の
で
、
十

二
月
十
九
日
、
本
院
は
次
の
弔
詞
を
贈
っ
た
。

衆
議
院
は

多
年
憲
政
の
た
め
に
尽
力
し

さ
き
に
内

閣
委
員
長
の
要
職
に
あ
た
ら
れ
た
国
務
大
臣
議
員
松
下

忠
洋
君
の
長
逝
を
哀
悼
し

つ
つ
し
ん
で
弔
詞
を
さ
さ

げ
ま
す
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